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２．　教 育 訓 練 の 内 容
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※１　前年度の修了者のうち、受講開始時に職に就いていなかった者で修了後に就職した者。

　　　　この場合、就職したとは、臨時的な仕事に就職した者は含めない。

※２　受講開始時に既に職に就いていた者で、卒業後も引き続きその職にある者及び受講開始時に既に職に就いて

　　　　いる者で、修了後に別の職に転職した者。

③当該資格等を取得するための要件または受験資格
等

　高等学校卒業以上　及び　それに相当すること

　なし

⑤　①（修了者数）のうち就職者数　※１

⑥　①（修了者数）のうち在職者数　※２

受験率(③/②)

合格率(④/③)

就職・在職率(⑤+⑥/②)

③　②のうち目標資格の受験者数

④　③のうち合格者数

34

0 89.5

35 92.1

31 88.6

②受講者が受講に最低限有しておくべき資格・
技能・知識等の内容及びその水準

職業実践専門課程 看護師

医療、福祉、美容

　　看護学科

35

38

４．　教育訓練の受講の実績及び目標達成の状況

（１）資格取得状況

①　前年度の修了者数　

②　①に係る教育訓練の入講者数

講 座 の 名 称

実 施 方 法

指定講座番号（15桁）

昭和 61 年 4 月 1 日

訓 練 期 間

専門実践教育訓練給付金
対象講座の指定期間 修了者数　　（ 33人 ）

④当該技能・知識の習得が必須又は有利となる職
種・職務及び習得された技能・知識が活用されておい
る業界と活用状況

③その他

本校に3年以上在籍し、卒業単位を満たした上で卒業を認定さ
れること

①受講するに当たって必要な実務経験等

過 去 一
年 の 講
座 実 績

②①に係る資格・試験等の実施機関名称

入講者数（ 33人 ）

①取得目標とする資格の名称、目標レベル

専　門　実　践　教　育　訓　練　明  示  書 

３．　受 講 者 と な る た め の 要 件 （この講座を受講するために必要とされている条件など）

講 座 の 創 設 年 月 日

令和 10 年 3月 31日まで

 2985 時間36ヶ月 総 訓 練 時 間

教  科　　（カ リ キ ュ ラ ム） 時 間 使 用 教 材 名

１．　教 育 訓 練 目 標

　　通学　（　昼間　）　

厚生労働省

相生市看護専門学校　学則による 2985

2812006 2510011



    ）

TEL 0791-23-7111

    ）

TEL 0791-22-7110

円

（支払い方法） 円

　入学金　： 一括払

円

  教材費　： 一括払 （内訳） 授業料・実習費 円

教材費・被服費 円

円

円

２．　専門実践教育訓練給付金の
対象外となる経費

３．　総額　（１＋２）　（税込額）

　保険料、国試問題集、行事参加費　等

156,000

1,577,514

1,339,200

238,314

206,686

５．　受講効果の把握方法

（１）受講認定基準
（6ヶ月ごとの出席率・定期試験、進級試験等の具体的基準）

（２）受講認定基準に係る、教育目標に対する技能・知識のレベル
到達度把握・測定方法

（３）修了認定基準
（出席率・修了認定試験等の具体的な基準）

（４）修了認定基準に係る、教育目標に対する技能・知識のレベル
到達度把握・測定方法

６．　受講中又は修了後における受講者に対する指導及び助言並びに支援の方法

　出席率2/3以上、試験得点率60％以上

　ペーパーテスト、演習、実習

　出席率2/3以上、試験得点率60％以上

　卒業単位を満たすこと

（１）受講中の者に対する習得度・理解度に関する具体的な助言・
指導の方法

（主な経費）

　※ＰＣ、Ｉｐad、通学・実習に係る交通費等を除く。

住 所 及 び 連 絡 先 兵庫県相生市汐見台2番地2

専門実践教育訓練経費

  授業料等： 分割払（毎月）

（代表者名：　市長　谷口　芳紀

（施設長：  校長　半田　佳彦

 指定教育訓練実施者名
 及び代表者名

住 所 及 び 連 絡 先 兵庫県相生市旭1丁目1番3号

相生市

施設名称及び施設長名 相生市看護専門学校

　個別面談

（２）受講中又は修了時における資格取得・就職への具体的な
バックアップ体制

　個別対応、求人情報の提供

７．　その他の事項

1,940,200

① 入 学 料　（ 税 込 額 ）

② 授 業 料　 （ 税 込 額 ）

1,733,514１．　専門実践教育訓練給付金の対象となる経費　（① ＋ ②）


